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36 社会的ネットワーク理論の観点からの肥満の「伝染」については、Christakis ＆ Fowler（２００９）
のch．４も見よ。
37 福田＆宮木（２０１５），１７１-１７2頁も参照。また同様の指摘について近藤（２０１０）１８２-１８３頁を見よ。
